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 １	 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること。） 
	 	 	 	 	 	 	 	 イサム・ノグチの garden 制作における「現象的建築」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
	 ２	 要	 	 旨（和文 2,000 字程度又は英文 800 語程度にまとめること。） 
	 	 本論文はイサム・ノグチ（1904−1988）の garden 制作思想解釈を通して現代建築の風景化・
現象化の起源を明らかにし、その本質を「現象的建築」として提示した研究である。本論文
の構成は、１章を序論とし６章を結論とする全６章構成である。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 １章では目的と背景が述べられ、ノグチの garden 制作の本質を明らかにすることを通して
現代建築の風景化・現象化の起源を明らかにしうる可能性を論述している。さらに方法及び
論文の構成として、ノグチの自叙伝的作品論である Isamu Noguchi, A Sculptor’s World, Harper & 
Row publishers, 1968 を主要文献として garden 制作思想を解釈するまでの手順を示している。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 ２章から５章までの構成は大きくは二部に分かれている。第一部である２章から４章にか
けては、ノグチの制作思想の解釈から「現象的建築」を明らかにしている。第二部である５
章では、「現象的建築」のケーススタディとして、【ユネスコの庭園 Gardens for 
UNESCO(1956-58)】における「現象的建築」の具体的表現を検討している。	 	 	 	 	 	  
	 ２章〈イサム・ノグチの garden 作品分析のための観点〉では、A Sculptor’s World の garden
に関するテキスト分析手法として KJ 法を用いることで、ノグチが 1950 年代から 60 年代にか
けて変遷的に重要視していた問題を明らかにしている。はじめに KJ 法を用いて制作思想に関
わる言葉を全センテンスから抽出し、さらに制作思想に関連する問題意識の類似性によって
分類した「制作思想カテゴリー」を得た。次に、garden コンセプトを構成する要素を「制作
概念カテゴリー」とし、「制作思想カテゴリー」「制作概念カテゴリー」「各作品」に関する記
述量の年代的変遷を数量的に視覚化することで「garden の４つの意味」を明らかにする。
「garden の４つの意味」は⑴物体とその関係性としての garden ⑵想像による無限なる次元
としての garden ⑶人間の体験としての garden ⑷全体としての garden であり、各意味の各
作品における重要度も明らかにしている。	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 ３章〈イサム・ノグチの garden 制作における共通問題〉では、「garden の４つの意味」を用
いて各 garden 作品を分析した。その結果、個々の作品に共通する問題意識として、形・大き
さ・重さ・素材という物に関する問題、構成・場所・全体としての風景という空間に関する
問題、レジャー・大地という場に関する問題を明らかにしている。特に「レジャー」と「大
地」の問題は、物及び空間の次元を超えている問題であり、制作全体を基礎づける思想であ
る可能性を提示している。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 ４章〈イサム・ノグチの garden 制作思想〉では、最初に３章で得られた共通問題である物・
空間・場に関する各問題の関係性を解釈し、①物・空間・場の問題は制作思想を構成する３
層であること、②ノグチの制作思想において、場の層の問題は意識（超越性）の働きであり、
物・空間の層の問題は意識に基づき渾然一体となった全体的な風景であること、③ノグチの
制作の本質として garden に新たな場所性を与え、garden を通して新たな世界（雰囲気）を拓
くという、場の層から物・空間の層へと向かう制作手法であったことを明らかにしている。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 次に garden の全体コンセプト「空間を拓くこと sculpturing of space」から制作思想を再解釈
し、garden の一切のものは物や空間でさえ絶対的なものではなく、意識（超越性）の働きに
よって生じ、変化し、消えゆく非実体的な現象であることを論証している。論証した結果を
ふまえて、森田慶一の建築論との比較考察をしたところ、ノグチの制作思想における意識に
基づき一切が現象として表現される garden の在り方は、森田慶一の建築論において未展開で
あった超越性（聖）と全一的様態（現象）の構造の表現であったことを示した。以って建築
の一切を空間現象として捉える全一性を「現象的建築」として改めて提示している。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 ５章〈解釈：イサム・ノグチの garden 制作における「現象的建築」〉では、“Gardens for 
UNESCO”を事例として「現象的建築」をなす物・空間・場の３層を検討している。	 	 	 	  
	 この作品においては、物の層の問題は未だ「抽象彫刻物」として考えられていることもあ
るが、基本的には全体が風景であるという観点から制作が行われたことを論証している。特
に場の層（超越性）の問題は「自然」であり、それは一切のものを超えて諸現象を支える働
きであると解釈している。さらに、制作史全体でのノグチの「自然」に関する用法の分析を
した結果、初期の「自然」は自然物や表現手法を指すのに対し、“Gardens for UNESCO”の制
作以降では意識そのものとして考えられている可能性を提示した。以って“Gardens for 
UNESCO”が制作史の転換点であったことを明らかにしている。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
結論：「現象的建築」とは意識という超越性の次元を捉えようとすることによって、一切のも
のが動的な現象として扱われる制作であること。そして「現象的建築」の革新性とは、近代
までの建築手法が物体の絶対的な存在感に基いて空間を構成する制作であったとすると、意
識に基いて物・空間すらも現象となる制作への転換点であると立証している。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
